
子どもたちに身に付けさせたい力 文責 寺脇秀司

主体性： き気づく→ か考える→ う動く
しゆたいせい

人前力： 自ら表現・他者理解・協働
ひとまえりよく

第１６回五島列島小中高校生短歌・俳句コンクール
五島市教育長賞
授業中 ぼくを見つめる 水平線 ひそかに聞こえる 先生の声

中学２年 三島 晃太

心温まる奈留島 ゴミから広がった学び！ご家庭へ

中学３年生が奈留 先日、町民グラウン
・実践の時間に奈留 ドの周辺にゴミがたく
島のＣＭを制作し発 さん落ちているという
表しました。ＣＭの 情報が学校に寄せられ
テーマは奈留島の自 ました。
然の美しさと人の優 早速、職員が現場に行きゴミを集めてきて
しさ。伝える相手は くれました。短時間でゴミ袋いっぱい集まっ
世界の人々という目的で体育大会の赤組と青 たそうです。
組の２つの班に分けてＣＭを制作し発表しま お菓子の袋が多かったことから、小学生が
した。昨年から制作に取りかかり、３ヶ月以 集会を行い、確認したところ、ゴミを捨てた
上時間がかかったという大作でした。 ことがある子どもたちがかなりいたためその

ビデオを鑑賞した感 場で指導を行いました。
想は、子どもたちは奈 その後、子どもたちの中から「ゴミ拾いに
留島が大好きなこと。 行こう。」という話が持ち上がり、数名の子
また、誇りに思ってい どもたちが自主的にごみ拾いに行ったそうで
ることが伝わりまし す。「失敗から学ぶ心」や「気づく－考える
た。総合学習のまとめ －動く」主体性を育てるという本校の指導方
にふさわしい学習にな 針が子どもたちに身についていることをたい
りました。次年度は本 へんうれしく思いました。

校が英語学習に取り組んでいることを生かし、 自分から笑顔のあいさつも少しずつですが
英語で制作したら、外国の人にも奈留島のす 良くなっています。子どもたちの成長を感じ
ばらしさが伝わるのではないかと思いました。る３学期です。
「ふるさと」は子どもたちの人生の原点。「海 その後、奈留島のゴミ拾いを行ったご家族
の青さ」「人の温かさ」など、すべてが子ど があります。あきかん８２本、ペットボトル
もたちの「ものさし」になり、基準として心 ２０本ほど集めたそう
の中に一生あり続けることだと思います。 です。学校での指導が

子どもたちの自主性、
そして、ご家庭での取
組につながったすばら
しい実践だと感心しま
した。
教育学者森信三先生のしつけの三大原則

１朝のあいさつをする子に。
それには先ず親の方からさそい水を出す。

２「ハイ」とはっきり返事のできる子に。
３席を立ったら必ずイスを入れ、ハキモノを
脱いだら必ずそろえる子に 。

ＣＭは学校ホームページで紹介しています。 先生は、これが人間の生き方の最基本と言
奈留小中で検索し、是非ご覧ください。また、 うべきもので、少なくとも小学校進学までに、
学校ホームページで動画の紹介を始めました。もしくは九つまでに習慣化してほしいと記さ
ご覧ください。 れています。

校 訓

教育目標

なせばなる なさねばならぬ なにごとも ならぬは 人の なさぬなりけり

夢・実現 ～楽しい３つの力の育成を通して～ ３つの力【つながる力】【わかる力】【えがく力】

愛言葉 あ挨拶 い一生懸命 う動く え笑顔 お思いやり



差別・誹謗中傷の加害者 リモート学習
さ べ つ ひ ぼ う ちゅうしょう か が い し ゃ

にならないために コロナ禍により、行事や学校生活において
たくさんの制限があり子どもたちも先生方も
窮屈な日々を送っていますが、コロナ禍にお
いて普及したのが「リモート」です。出張、
研修、しま留学の面接、日本各地の学校と結
んでの交流学習等「ピンチをチャンス」にし
た取組です。
本校は昨年

度より京都大
現在、社会問題となっているコロナ感染者 学との連携を

や医療従事者への差別。校内ではこの問題は 行い、日本の
起きていませんが、本校の子どもたちには、 トップレベル
１、不確かな情報に惑わされない。２、不確 の研究をされ
かな情報を発信しない。３、相手には思いや ている先生方
りの気持ちで接することを指導しています。 に子どもたちや先生方に講話をしていただい
今回は小学校５年生の国語で学習する「想 ています。

像力のスイッチを入れよう」をコロナの情報 今回もこのご縁
に当てはめて紹介します。 で福島県郡山市立

① 湖南小学校のみな
情報を聞いたら、 さんと放射線につ
「まだ分からない いて一緒に学習す
よね？」と決めつ る機会をいただき
けない。（保留） ました。

講師の先生方は千葉、東京、福井、和歌山
② 等日本全国から参加しました。今回の学習の
その情報が事実か 目的は「科学的な目でしっかり見つめ、自分
だれかの思い込み で冷静に判断する力を身につける。」です。
かしっかり見分け 原発事故だけで無く、コロナ禍においても
る。分からなけれ 子どもたちにとって、とても必要な力である
ば保留する。 ということで担任の渡邉先生が計画しました。

③ また、湖南小学校の子どもたちから奈留小
不確かな情報は悪 の子どもたちに質問があり、交流機会の少な
意ではなく人のた い本校の子どもたちにとって、たいへん有効
めと善意で流して な学習になりました。
しまうことが多 （子どもたちの気づき）
い。（結果的に人 〇少し難しい言葉もあったけど、放射線のこ
を苦しめる。） とをたくさん知ることができて良かったで

④ す。「風評被害」をなくすためにこのよう
聞いた情報をうの なセミナーは大切だとおもいました。
みにしない。本当 〇コロナでデマを言っている人がいたら正し
か、まちがった情 い情報を教えたいと思いました。
報か一度自分で考 〇これから誰かが「放射能がうつるから、さ
える。不確かな情 わんな。」ということを言っている人がい
報を流さない。 たら注意したいと思ったし、そういうこと

が無くなればいいなと思いました。
●結論を即断しな 校長の随想（ずいそう）
い。 まもなく２月も終わり、今年度も残りわず

かになりました。３学期はまとめの学期とし
●情報をうのみにし て、学習面、生活面ともに４月よりも成長し
ない た「小さな自信」を子どもたちに実感させる

ことを目指して指導しています。自主性や多
以上２点について 様性等確実に成長しています。

ご家庭でも話してい また、授業参観・学級懇談会のご出席あり
ただければ幸いで がとうございました。非常に多くの保護者の
す。 方々が出席され、子どもたちもいつもより張

り切っていました。




